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１．はじめに 

 ・研究の目的 
   省エネ行動の効果の明確化 
   省エネ行動誘導のための情報提供のあり方の検討 

 ・昨年度は 
   既存集合住宅居住者の「省エネ意識と行動」 
   「夏期エネルギー消費」の傾向      などを報告   
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 ・本発表は 
   新築マンションの入居前後のアンケートを比較 
   省エネ意識や行動の変化を報告   

 ・引き続き 
   集合住宅を対象に、省エネに関する「アンケート調査」 
   「エネルギー調査」「暮らし方塾」      などを実施 



２．全体概要           

対象数 
 

１８ 棟 

1030 票 

３ 棟 

１ 棟 

本発表の対象 

入居前アンケート    入居後アンケート 

昨年の報告 

ポスターの対象 

既存、新築の集合住宅を対象に、アンケート、エネルギー調査等を実施 
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： エネルギーデータ    



３．ＨＥＭＳを有する新築集合住宅の調査 
３．１ 建物とアンケートの概要 

（１）建物概要 
 東京都品川区の新築集合住宅＜平成27年9月末入居開始＞ 

“先進的な省エネ設備・施策” 

 【1】マンション向けエネファーム全戸導入（世界初） 

 【2】カーシェア（２台），サイクルシェア（９台） 

 【3】マルチパワコンシステム導入（PV、蓄電池、EV車連携、マンション初） 

 【4】HEMS／MEMS導入 

“居住者による省エネ行動促進施策” 

 【1】見える化設備（次世代HEMS，室内環境情報の計測表示装置） 

 【2】専用アプリによるエネルギー利用状況等見える化 

 【3】「省CO2クラブ」運営（省CO2活動サポート、「J－クレジット」活用）  
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３．１ 建物とアンケートの概要 

（２）調査概要 
 入居前後にアンケートを実施 

◆アンケート項目 

 入居前の建物状況／家族構成／就業形態／ 
 省エネについて／省エネ行動認知と意向／ 
 保有家具／保有自家用車／エネルギー使用量／ 
 ＨＥＭＳ（利用状況、満足度）／エネファーム（入居後、利用状況）   

◆アンケートの配布・回収状況 

 入居前 Ｈ２７年１～２月 配布 １０４ 回収 ７７ 回収率 ７４％ 
 入居後 Ｈ２７年１１月   配布 ２２５ 回収 ９２ 回収率 ４０％ 

◆電力データ等 

 電力データ       購入契約時に同意（全戸データ取得） 
 ＨＥＭＳ・環境情報   居住者の手続きで取得開始 
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３．２ 調査結果 
（１）回答者属性と省エネ関連項目の結果 

図３ 普段の省エネ行動 

図２ 回答者年齢 

図５ 省エネをしない理由 

３０代、４０代で８０％ 

「面倒である」が最大理由 ◆子育て世代が中心 

入居後に１１％の増加 

◆建築・設備の省エネ配慮 
 が行動誘導の可能性 

◆手間のかかる行動はとり 
 にくい 
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３．２ 調査結果 
（１）回答者属性と省エネ関連項目の結果 

図７ 省エネの目的 

図６ 省エネ情報入手先 

◆削減効果が実感できる行動 
 の誘導、見せ方が必要 

◆情報機器の活用が有効 

テレビ、インターネット 

光熱費削減が最大 
次いで地球環境のため 

図４ 光熱費節減の実感 

省エネ行動を実践している人で 

実感していない人は５０％ 
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３．２ 調査結果 
（２）省エネ行動の認知度・実行度 

◆認知度は高く、入居前後で類似の傾向 

図８ 省エネ行動関連項目の認知度 
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３．２ 調査結果 
（２）省エネ行動の認知度・実行度 

◆実行度にはばらつき 
◆入居後に向上した項目を参考に検討 

図８ 省エネ行動関連項目の実行度 
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 マンション入居者に対して、対話型のセミナー開催 

４．暮らし方塾 

効果の検証  

 セミナー参加者の意識・行動の変化 

 エネルギ－削減の効果を検証 
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内容  

 建物・設備の特性についての紹介や説明 

 快適な暮らし方に関する情報の提供 

 アンケート・エネルギー調査結果の紹介・解説 

  省エネルギー関連情報の提供 
  省エネルギー行動誘導の試み 



省エネ行動誘導のための情報提供を目的として実施 
（１）内容  
 ■建物や設備の特徴 
 ■賢いエネファーム・ＨＥＭＳの使い方 
 ■日常生活でのエコな暮らし方・エコで快適な暖房方法 
（２）日時 
 2015年11月29日（日）10:00～12:15/14:00～16･15  
（２）方法 
 入居者から関心ある人を募り、午前・午後の２回実施 
（３）結果 
  28世帯、43名（子供11人）が参加 
  ・反応は良く、効果に期待 

＜エコな暮らし方塾 第一回＞ 
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省エネ行動誘導のための情報提供目的として実施 
（１）内容  
 ■快適でエコな暮らし方情報 
 ■快適度調査 WEBアンケート報告 
 ■熱環境サポートプログラム  
 ■ABINC認証取得について 
（２）日時 
 2016年3月21日（月）10:00～12:00  
（３）方法 
 入居者から関心ある人を募り、午前に１回実施 
（４）結果 
  11世帯、18名（子供6人）が参加 
  ・おおむね好評 
  ・少しずつ課題も出てくる 

＜エコナ暮らし方塾 第二回＞ 
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 省エネ特化型マンション居住者に対するアンケートを実施 
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